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施政方針
町政運営の基本的な考え方や主要な取り組みな
どを、町長が町議会 3月定例会で説明しました。
「第 4次総合計画（改訂版）」に掲げる 6つの基
本施策に沿って説明します。
（全文は町ホームページに掲載）

第 1 回定例会あいさつ

2 人と人とが支え合うまち
・�健康寿命を伸ばすため、健康づくり・疾病予防
を進める。「運動ジム事業」など、運動の普及と
保健指導を充実させる

・�地域共生社会の実現に向け、複雑化・複合化し
た支援ニーズに応じた福祉サービスを提供し、
包括的な支援体制を構築する　

・�人生 100年時代を見据えた高齢者の健康増進の
ため、保健事業と介護予防事業を一体的に取り
組む

・�障がい者の日常生活を支援する。相談・情報提
供体制を充実させる

・�国保税の県内均一化を見据えながら、資産割の
廃止を含めた税率改正を計画的に行う

・�子育て支援施策を進める。子どもサポートセン
ターでの、妊娠期から子育て期までの切れ目の
ない相談支援体制を充実させる

3 人が育つ、人を育てるまち
・�小中学校が連携し、子どもたちの学力・体力を
向上させる。支援員の学校派遣や下広川小学校
を拠点とした実践研究などにより、ICT 教育を
充実させる。

・�幅広い年代が参加できる体験学習・生涯学習プ
ログラムを充実させる

・�幼少期から本に親しめる教育支援を進める
・�世代間交流や遊び場づくりなど、地域全体で子
どもたちの成長を支える

・�各種文化・芸術団体の活動の活発化と文化財の
保存・活用を進める

1 出会いと語らいのあるまち
・�「広川町協働推進計画」に基づき、住民参画によ
る協働のまちづくりを進める

・��「第 2 期地域づくり計画」を進めるため、行政
区を支援する

・�インターネットによる情報発信や行政サービス
の提供を進める。マイナンバーカードを利用し
た行政手続きの利便性向上とカード普及を支援
する

・�上広川小学校と地域が連携した「国際理解教育・
国際交流活動事業」を進め、本町と海外をつな
ぐ人材を育成する

・�人権教育・啓発を進めるため、各種団体と連携
する

・�男女共同参画社会の実現に向け、意識づくりや
環境づくりを進める

・�職員一人ひとりの資質を向上させる。財政の健
全な運営を図り、質の高い行政サービスを提供
する

・�新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、ワ
クチン接種体制の確立や、住民の生活環境の維
持・経済活動への支援などを行う
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4 人が集まり、働き、賑わうまち
・�農業の担い手を育成する
・�『ひろかわ』ブランド推進協議会と協働し、特産
品を活かした商品の開発と広川町の知名度向上
を図る

・�農業生産基盤を充実させるため、前
ま え ご う ら い ぜ き
川原井堰の

整備を完成させ、古賀井堰の改修に着手する
・�森林保全・育成事業を進め、森林の多面的機能
の持続的発揮に向けた森づくりを行う

・�新規創業者、新事業展開などを支援する
・�将来の雇用拡大のため、産業団地の整備を進め
る

・�新型コロナウイルスの影響を受けている経営者
を支援しつつ、魅力ある商業環境をつくる

・�密を避けたイベントを検討し、「まち子のおやつ」
を中心に観光地を PRする

・�上広川校区の定住促進強化地域の指定期間を延
ばし、移住定住支援を継続する

・�久留米絣を活かした繊維産業の人材確保、繊維
産地としての強化を図る

　どのような町にするか、そのためにど
のようなことをするか、まちづくりの指
針となる「広川町総合計画」。令和 3年
度から 5 年度のまちづくりの基本理念
や将来像、それを実現するための取り組
みをまとめた「広川町第4次総合計画（改

広川町第 4 次総合計画 ( 改訂版 ) を策定しました
訂版）」を、3月に策定しました。
　町民の皆さまとともに計画を進める
ため、概要版を各世帯へ配布していま
す。総合計画に基づき行う具体的な事
業計画（実施計画）は、町ホームペー
ジに掲載しています。

問政策調整課政策調整係　☎ 0943-32-0106

5 安全・安心でやすらぐまち
・�ため池の耐震・劣化調査やハザードマップによ
る避難行動を周知する。老朽化した広川防災ダ
ムを計画的に改修する

・�道路の危険箇所の改善や歩行空間の確保、防犯
カメラの設置などを進める

・�空き家などの実態を把握し、所有者への指導・
助言・勧告などで適正に管理する。住宅の耐震
化、老朽危険家屋除去などで住環境を改善する

・�国への要望活動を進めてきた国道 3号広川八女
整備計画の早期着手を目指す。主要地方道の歩
道設置・交差点改良の早期完成を目指す

・�道路インフラの老朽対策として、橋を点検し、
計画的に修繕する

・�自主防災訓練の充実、防災情報の発信強化、消
防設備の機能向上、消防団員の確保・技術向上
などに努める

6 自然と共生する快適なまち
・�ごみ減量化の周知や、下水道への接続、合併浄
化槽設置を進める

・�下水道第 4次事業計画区域となる智徳・久泉・
北新代の面整備に着手する。供用開始区域は、
未接続の世帯などへ働きかけを強化する。上水
道事業は配水管の更新工事、ループ化など、水
道施設を計画的に整備する

・�「広川町公園施設長寿命化計画」を見直し、老朽
化が進んだ公園施設を安全で快適に利用できる
よう改善する




